
















　　　クール系アイドルの苦手なゲーム







　ネトゲの『黒い平原』をプレイしている俺と凛香は、ホラー系ダンジョンに潜っていた。やたらとグラフィックがリアルなので怖い。しかも画面全体が暗く、いきなり暗闇から襲いかかって来るモンスターもいる。ヘッドホンしているとゾンビのようなうめき声も微かに聞こえるのだ。ホラーが苦手な人たちから批判が殺到している、色んな意味で話題のダンジョンだった。

　そして俺のお嫁さんも──。

『ビックリ要素が酷い！　モンスターも楽しい見た目じゃない！』

　といった感じで怒り心頭だった。……楽しい見た目のモンスターってなに？

　リンの怒りがひたすらチャット欄に吐き出されていく。

『早くこのダンジョンから抜けよ！　画面が暗くて見にくいし、ゾンビのうめき声が不愉快！』

『ホラー系なんだから仕方ないと思うけど……』

『こんなのホラー系じゃないから！　ただ不愉快なだけ！』

　とか何とかリンは言っているが、普通に怖いものが苦手な気がする。

『怖いのが苦手なのか？』

『苦手じゃないけど！　私、怖いものないし！』

　絶対にホラー系が苦手なことを認めないな。……ちょっとだけいじわるしてみたくなった。

『じゃあ今度、一緒にホラーゲームやろっか』

　……。数秒経過してから『いいよ』、と返事が来た。やっぱイヤそうじゃん。




　〇




「和斗くんの家に来るの、久しぶりね。…………ふぅ」

　昼間。俺の部屋に来た凛香だが、ちょっと顔が固い。心なしか緊張しているようにも見える。落ち着くためなのか、少し深めに息を吐いていた。

　これは、あれだ。彼氏の家だから意識しているとかではなく────。

「ところで例のホラーゲーム……本当にするのかしら」

　できればしたくない。そんな思いが凛香の言葉から伝わってきた。まあ無表情だし淡々とした喋り方ではある。でも彼氏の俺には分かった。

「するけど……やっぱり怖い？」

「いいえ、全く。これでも私は色んなジャンルのゲームをしてきたの。そして全て完璧にクリアしてきたわ」

「色んなジャンルのゲームか……。恋愛系も？」

「ええ、奈々に誘われてやったことがあるわ。男しか出てこない恋愛系もあったわね」

「いやそれＢＬ──お、ゲームが始まった」

　凛香が来ると同時にゲーム機のＰＦ89を起動していた。テレビ画面に映し出されたのは、いかにもなホラーゲームのタイトル画面。俺はコントローラーを凛香に渡す。凛香は微かに震えた両手でコントローラーを握りしめてニューゲームを選択した。いよいよ始まる。

　このゲームは、ＦＰＳ視点のゾンビが出てくるホラーゲームだ。スタート地点は暗闇の廊下。とりあえず前に進むだけのだが……一歩も前に進まない。

　何事かと思って、隣に座る凛香の顔を見る。真顔の凛香はジッと画面を見つめたまま固まっていた。

「あの……凛香？　別に無理しなくて……いいからな？」

「……私はクール系アイドル水樹凛香よ？　怖いものなんてないし、なんでも完璧にこなすの」

「あー、でも不得意なものくらいあるだろ？」

「ないわ」

「ないのか……」

「ないわ。さっきも言ったけれど、私は色んなジャンルのゲームをやってきたの。このゲームも余裕でクリアしてみせるわ」

「そ、そうか。じゃあ頑張ってください」

　俺のいたずら心が始まりなんだけど、少し心配になってきた。いや俺は凛香の『ホラーが苦手なの……』と怖そうにして言う可愛い姿を見たかっただけなのだ。

　しかし今の凛香はどうだ？

「必ずクリアしてみせる。たとえ私の命が尽きようとも……！」

　と、鬼のような迫力を醸しながら全身全霊でホラーゲームに臨んでいた。大丈夫かな？

　ようやく画面内のキャラが廊下の奥に向かってノロノロと歩き始める。かと思ったら──廊下の窓から鳥が突っ込んできた。パリーンとガラスが割れる音を響かせ、廊下に入ってきた鳥は床に落ちて動かなくなった。死んだらしい。そして凛香も顔を硬直させたまま動かなくなった。死んだらしい。──って、いやいや！　

「ちょっと凛香!?　しっかりしてくれ！」

「──はっ」

　俺は凛香の肩を揺さぶって意識を戻す。それからも凛香は真顔で進むが、何かが起きるたびに手を止め──。ついにゾンビが現れた瞬間。

「だ、だめ！　もう無理！　限界よ！　和斗くん！」

「ちょ、凛香!?」　

　コントローラーを放り投げた凛香が、俺にすがりついてくる。あげくには俺のシャツをまくりあげ、頭を突っ込んできた！

「凛香さん!?　どこに頭を入れてるんですかっ！」　

「んーーー！　んーーっ！」

「……」

　まさに頭隠して尻隠さず。

　色んなジャンルのゲームをクリアしてきたと自慢げに語っていたクール系アイドル水樹凛香。そんな彼女だが、ホラーゲームはダメだったらしい。

　ちなみにプレイ中のゲーム、ゾンビに襲われて普通にゲームオーバーになりました。
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